




星野晶 (ほしのあきら) 君の “I shall rise”は
自作の歌によるパフォーマンスだった｡ 戴杉
(たいあすぎ) 君の “The friendship”は自分と古く
からの友人との関係についてのスピーチだった｡
竹中治美 (たけなかはるみ) さんの “Language









































自然な表現であり､ 滑らかさでした｡ 結果は､ 第
















































ボー橋｣ (Le Pont Mirabeau)､ 本選ではジルベー












第１位 03Ｊ1292 成田 愛
第２位 03Ｍ3149 飯田 誓悟



























学部) 部門は､ 11月16日 (木) 午後15時より､
205教室にて行われた｡ 参加者は全部で21名｡ 内


























2006年12月７日 (木) 13時30分から､ 課題部門18
名､ 自由部門７名の合計25名が参加して行われま















１位 06C8084 盛田 美帆
２位 06C8064 谷崎 剛将







１位 02C8120 伊藤 佳寿子
２位 05C8150 伊藤 えり













































































熱い空気の中､ ３名の入賞者 (敬称略) が決定し
ました｡
１位 06C8200 李 美珍
｢多文化化する日本社会｣
２位 06M3316 孟 琳
｢日本語の曖昧さ｣
３位 06C8209 宋 春雷
｢私の好きな映画｣
最後に一言｡ 日本人学生のみなさんはコンテス
ト日本語部門には参加できませんが､ ぜひ一人の
聴衆として留学生の声を聞きに来てください｡ きっ
と新しい発見があるはずです｡ (梅田康子)
21
日本語部門
